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第
五
十
九
回
郡
民
体
育
祭　

惜
し
く
も
総
合
三
位

　

五
月
二
十
日
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競

技
で
始
ま
っ
た
郡
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
「
第
五
十
九
回
球
磨
郡
民
体
育

祭
」
は
、
最
終
競
技
種
目
で
あ
る
陸

上
競
技
が
雨
天
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
他
の
種
目
は
全
日
程
を
終

え
、
本
町
は
惜
し
く
も
総
合
三
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
三
十
種
目
の
競
技

に
約
三
百
五
十
名
の
選
手
が
出
場
し
、

団
体
競
技
で
は
、
十
四
連
覇
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
ほ
か
三
種
目
の
競

技
に
優
勝
、
ま
た
、
多
く
の
上
位
入

賞
者
を
出
し
ま
し
た
。
選
手
・
関
係

者
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
全
種
目
総
合
】

■
優　

勝

　

あ
さ
ぎ
り
町　

１
４
４
．
５
点

■
準
優
勝

　

錦　
　
　

町　

１
３
７
点

■
三　

位

　

多
良
木
町　

１
１
５
．
５
点

■
四　

位

　

湯　

前　

町　

９
３
．
５
点

■
五　

位

　

相　

良　

村　

９
０
．
５
点

【
団
体
競
技
成
績
】（
多
良
木
町
）

■
優　

勝

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

・
四
半
的
弓
道

・
ゴ
ル
フ
女
子

・
ク
レ
ー
射
撃

■
準
優
勝

・
水　

泳

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

・
サ
ッ
カ
ー

・
相　

撲

・
ゴ
ル
フ
シ
ニ
ア

■
三　

位

・
軟
式
野
球

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

▲４連覇を果たしたクレー射撃

▲３位入賞のグラウンド・ゴルフ女子 ▲昨年に続き準優勝した相撲

・
柔　

道

・
弓　

道

・
テ
ニ
ス

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
男
子

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
女
子

人
権
擁
護
委
員
の

田
山
さ
ん
と
那
須
さ
ん
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

女
性
消
防
隊
に
よ
る

安
全
で
災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

　

七
月
一
日
（
水
）、
役
場
応
接
室

に
お
い
て
、
三
期
九
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
尽
力

い
た
だ
い
た
田
山
行
良
さ
ん
（
久
四

区
）
と
那
須
弘
文
さ
ん
（
多
二
区
の

一
）
へ
、
法
務
大
臣
の
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
山
さ
ん
、
那
須
さ
ん
、
長
い
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
付
け
で
新
し
い
委
員

さ
ん
が
就
任
さ
れ
、
次
の
三
名
の
方

が
人
権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
取

り
組
み
、
被
害
者
の
救
済
に
努
め
ら

れ
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

【
再　

任
】

・
竹
下　

和
子
（
多
三
区
の
二
）

【
新　

任
】

・
那
須　

律
子
（
多
二
区
の
一
）

・
蓑
茂　

義
量
（
久
七
区
）

▲田山さん（左）と那須さん（右）

　

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
が
実
施

す
る
、平
成
二
十
年
度
助
成
事
業「
女

性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
よ
り
、

多
良
木
町
女
性
消
防
隊
（
蔵
座
幸
子

隊
長　

隊
員
十
名
）
が
、
百
万
円
の

助
成
を
受
け
て
資
機
材
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

整
備
し
た
資
機
材
は
、
初
期
消
火

活
動
及
び
応
急
救
護
普
及
活
動
助
成

事
業
と
し
て
、
Ｄ-

１
級
軽
可
搬
ポ

ン
プ
一
式
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
訓
練
人
形
、
訓

練
用
マ
ッ
ト
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー

で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
当
協
会
が
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け
入

れ
る
助
成
金
を
財
源
と
し
た｢

宝
く

じ
助
成
金｣

で
整
備
し
た
も
の
で
す
。

▲女性消防隊に整備された資機材
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上
原
丸
夫
氏
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章

　

こ
の
た
び
、
元
多
良
木
町
議
会
議
員
の
上
原

丸
夫
氏
（
黒
十
区
）
が
、
高
齢
者
叙
勲
で
旭
日

単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
七
月
六
日
（
月
）、
勲

章
な
ど
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
原
氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
多
良
木
町

議
会
議
員
に
初
当
選
、
三
期
十
二
年
在
職
さ
れ
、

昭
和
五
十
八
年
か
ら
四
年
間
、
多
良
木
町
農
業

委
員
会
委
員
と
し
て
も
活
躍
、
多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
、
本
町
発
展
の

た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
章
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

▲「旭日単光章」を受章された上原氏

　

七
月
二
十
五
日
（
土
）、多
良
木
町
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
（
深
水
吉
人
会
長
、
多
九

区
の
二
）
が
主
催
す
る
ス
イ
カ
収
穫
体
験
が
行

わ
れ
、
熊
本
市
や
山
鹿
市
な
ど
か
ら
十
九
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

同
会
会
員
の
東
朝
生
さ
ん
（
多
二
区
の
一
）
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
収
穫
が
行
わ
れ
た
後
、
え

び
す
広
場
で
交
流
会
が
催
さ
れ
、
ス
イ
カ
の
種

飛
ば
し
や
重
量
当
て
、
早
食
い
な
ど
の
ゲ
ー
ム

で
楽
し
く
賑
わ
い
、
参
加
者
と
の
交
流
が
深
ま

る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

▲ビニールハウスの中でスイカを収穫する参加者

ス
イ
カ
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た

吉
田
君
県
中
体
連
で
三
位
入
賞

　

七
月
二
十
五
日
（
土
）
か
ら
二
十
六
日
（
日
）、

天
草
市
で
開
催
さ
れ
た
中
体
連
県
大
会
の
柔
道

競
技
個
人
戦
男
子
七
十
三
㌔
級
に
出
場
し
た
多

良
木
中
学
校
の
吉
田
夏
起
君
（
多
七
区
の
二
）

が
、
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

吉
田
君
は
、
同
月
四
日
か
ら
五
日
に
開
か
れ

た
球
磨
人
吉
中
体
連
大
会
の
同
階
級
で
優
勝

し
、
こ
の
県
大
会
出
場
を
決
め
た
も
の
で
す
。

ま
だ
二
年
生
の
吉
田
君
は
、「
も
っ
と
練
習
を

頑
張
っ
て
、
来
年
は
優
勝
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲県中体連柔道男子７３㌔級３位入賞の吉田君

　

八
月
三
日
（
月
）、
多
良
木
町
武
道
館
駐
車

場
で
、
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
し
た
「
減
Ｃ
Ｏ
２

（
ゲ
ン
コ
ツ
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
多
良
木
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
」
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
経
済
産
業
省

の
実
証
事
業
で
、
可
燃
ゴ
ミ
の
減
量
に
よ
る
ゴ

ミ
焼
却
費
削
減
分
を
原
資
と
し
て
、
生
ゴ
ミ
持

参
一
回
で
一
ポ
イ
ン
ト
、
五
十
ポ
イ
ン
ト
で

五
百
円
の
買
い
物
券
に
交
換
出
来
る
と
い
う
も

の
で
、
町
内
二
百
世
帯
の
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▲生ごみを処理機に入れる町内モニターの方々

生
ご
み
処
理
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
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なくそう！農地の無断転用！
大切な農地を守ろう！

農地を農地以外の目的で利用する場合は、一定の手続きが必要です。

※農地転用とは？
　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、すなわち農地を住宅用地や工場用地、道
路、山林などの用地に転換することを言います。

※対象となる農地は？
　すべての農地（田・畑・採草放牧地）が転用許可の対象となります。地目が農地で
あれば、耕作がされていなくても農地性（農地として活用できる状態）がある限り農
地として扱われます。また、地目が農地でなくても、肥培管理がされていれば農地と
みなされます。

※一時的な転用は？
　農地を一時的な資材置場、作業員仮宿舎、砂利採取場などとして利用する場合も転
用になり、許可が必要です。

※農業用施設用地として転用する場合には？
　自己の農地の保全または利用上必要な施設（耕作用の道路、用排水路、土留工、防
風林等）に転用する場合には、その面積に関係なく許可を要しません。また、自己所
有の農地を温室、畜舎、作業場等農業経営上必要な施設に転用する農地面積が２ａ未
満であれば届出、２ａ以上であれば許可が必要です。

※農地の転用手続きは？
　転用には２つのケースがあります。

所有者申請 自分の所有する農地を転用する場合（農地法第4条）
売（貸）主・買（借）主 農地を買ったり借りたりして転用する場合（農地法第5条）

※農業振興地域内農用地区域内からの除外
　農用地区域内の農地は原則として転用が認められず、転用
する場合には、農用地区域からの除外手続きをしたうえで、
転用申請を行う必要があります。
　除外申請については、農林課にご相談下さい。

◉手続き・相談は農業委員会に（電話番号 42-1251）　◉農地転用の許可申請受付は、農業委員会で行っています。
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　詳しいことは、お近くの県地域振興局林務課、または、県庁林業振興課へお問い合わせいただきますようお願いします。

【お問い合わせ先】
熊本県球磨地域振興局林務課：0966-24-4115　熊本県林業振興課：096-333-2446

　熊本県では、林業労働災害が県内で多発していることから、事故撲滅のため林業労働災
害撲滅キャンペーンを年２回（前後半）実施しています。今回のキャンペーンでは、「あ
なたです　かくれた危険　摘みとる主役」を目標に掲げ、事故防止対策を呼びかけている
ところで、特に、これからの季節は、下刈り等のシーズンとなり夏場の厳しい環境での作
業となりますので、次のことを心掛け、作業に当たる一人一人が、「かくれた危険を摘み
とる主役」となっていただきたいと思います。

「熊本県林業労働災害撲滅キャンペーン」
〜 あなたです　かくれた危険　摘みとる主役 〜

１　暑さ対策と健康管理について
　熱中症や熱疲労は炎天下だけでなく、梅雨の合間の突然の気温上昇時
など体が暑さに慣れていない時にも起こることも多く、日頃の体調管理
に留意するとともに、もしやの場合の応急処置を訓練しておくことも大
切なことです。

２　ハチ刺され対策
　刺されないための現地の事前確認、誘因剤設置、防蜂網の着用。刺された場合に備えて吸引具を
携帯するとともに、蜂毒アレルギー体質の方、おそれのある方は予め周りの人に知らせることや、
応急措置用の自己注射器を携行するように努めましょう。

３　天候が急変した場合の対応
　急激な集中豪雨や雷に備えて日頃より天気情報に留意するとともに、
異常天候時には、作業の中止、避難の方法等対処を的確に行なえるよう
にしましょう。

４　作業手順の遵守、合図・指差呼称の徹底
　厳しい暑さの中では思考や動作が緩慢になり、安全確認もおろそかになりがちなので、特に伐木
時の作業においては適正な作業手順に心がけるとともに、合図や指差呼称を徹底しましょう。
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国 有 林 か ら の お 願 い
　日ごろより、国有林野事業の運営に際し、ご理解・ご協力をいただき、
厚くお礼申し上げます。
　行楽シーズンを迎え、国有林を訪れる方も多くなってきました。国有
林内で安全に楽しい一時を過ごしていただくために、以下についてご留
意・ご協力願います。

１．動植物の保護にご協力ください。

高齢者のインフルエンザ予防接種
（集団接種）のお知らせ

２．樹木を損傷したり、林産物を窃取した場合は、法により罰せられます。
３．保安林内では、樹木の損傷、下草の採取等が禁止されています。
４．歩道、広場等の区域外への立ち入りはお控えください。
５．立入制限の表示がある区域には、絶対に立ち入らないでください。
６．休息などで、立ち止まる場合には、落下する枝がないか、落石の危険がないかなど、安全な場所

であることを十分にご確認ください。
７．登山は、自己責任が原則です。天候や登山情報を確認し、十分な装備で、登山計画を家庭、登山

地域の都道府県警察本部地域課・警察署等に提出の上、入山してください。
８．悪天候のときは、入林をお控えください。
９．ゴミの持帰りにご協力ください。
10．タバコなどの火の始末にご協力ください。

対 象 者

・町内に在住の者
・65 歳以上の者　
・60 歳以上 65 歳未満であって、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する者及びヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する者

実 施 場 所 多良木町保健センター

実 施 期 間 平成 21 年 10 月から 12 月にかけて

申し込み方法
＊希望者は回覧の申し込み用紙に記入してください。
＊申し込みは 8 月 31 日までとします。

接 種 料 金 1,000 円

備 考
病院を受診している方やお薬を飲んでいる方は、必ずかかりつけの医師に相談し
てから申し込みをしてください。

【お問い合わせ先】　多良木町保健センター　電話４２－１１００（直通）
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【お問い合わせ先】　多良木町保健センター　電話４２－１１００（直通）

新型インフルエンザの流行に備えて
　「新型インフルエンザ」 発生後はマスクなどの感染予防物品の買い占めによる物品の不足が想定さ
れるため、あらかじめ各家庭や職場での備蓄を推奨しています。
　マスク備蓄の目安は、「新型インフルエンザ」の一回の感染流行が約 2 ヶ月間続くと言われている
ため、一人当り最低２ヶ月分の備蓄が必要です。
　災害時と同様に外出しなくても良いだけの最低２週間分の食糧や生活必需品の備蓄も必要です。

保 健 師 だ よ り

個　人　で　の　備　蓄　品　の　例

食糧（長期保存可能なもの）
米、乾麺類（そば、ソーメン、うどん等）、切り餅、

コーンフレーク・シリアル類、乾パン、各種調

味料

 

その他
レトルト・フリーズドライ食品、冷凍食品（家

庭での保存温度ならびに停電に注意）、インス

タントラーメン、缶詰、菓子類、ミネラルウォー

ター、ペットボトルの飲料

常備品
常備薬（胃薬、痛み止め、その他持病の処方薬）、

絆創膏（大・小）、ガーゼ・コットン（滅菌の

ものとそうでないもの）、解熱鎮痛剤（アセト

　　　　　　　　　アミノフェンなど）

日用品・医療品
対インフルエンザ対策の物品

マスク、ゴム手袋（破れにくいもの）、水枕・

氷枕（頭や腋下の冷却用）、漂白剤（次亜塩素酸：

消毒効果がある）、消毒用アルコール

 　　　 

通常の災害時のための物品（あると便利なもの）
懐中電灯、乾電池、携帯電話充電キット、ラジ

オ・携帯テレビ、カセットコンロ・ガスボンベ、

トイレットペーパー、ティッシュペーパー、キッ

チン用ラップ、アルミホイル、洗剤（衣類・食

器等）・石けん、シャンプー・リンス、保湿ティッ

シュ（アルコールのあるものとないもの）、生

理用品（女性用）、ビニール袋（汚染されたご

みの密封に利用）
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国民年金インフォメーション

国民年金基金に加入して
年金を増やしませんか

☆　公的な年金ですから、安心して加入できます。
☆　国民年金の第１号被保険者で、保険料を納めている方が加入できます。
☆　７つの型（Ａ・Ｂ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ型）を組合わせて自由に設計でき、掛金月
額６８，０００円以内であれば、何口でも加入できます。

☆　納めた掛金は、確実に自分の年金になります。
☆　掛金は、全額社会保険料控除の対象となります。また、受け取る年金も公的年金等
控除が適用され、所得税、住民税等の節税効果があります。

１　国民年金基金は、国民年金（老齢基礎年金）に上乗せする公的な年金制度で
すから安心して加入できます。熊本県内でもご自身の老後に備えて約１万３千
人の方が加入されており、年々、加入者は増加しています。

２　２０歳以上６０歳未満で国民年金保険料を納めている方 ( 第１号被保険者 )
なら、どなたでも加入できます。ただし、国民年金保険料の免除を受けている方（多段階免除、
若年者納付猶予、学生納付督励を含む）、農業者年金に加入している方は加入できません。
　なお、農業に従事している方でも、農業者年金に加入していない方は、国民年金基金に加
入できます。

３　加入は希望する時からいつでも加入できます。掛金額は、性別、加入する時の年齢、加入
する型により決まります。１か月の掛金は６８，０００円が限度で、何口でも加入できます。
＊　加入年齢が低いほど、少ない掛金で大きな年金が約束されます。

４　掛金の支払いは６０歳まで、年金受け取りは６５歳から。（Ⅲ型、Ⅳ型、Ⅴ型は６０歳から）
５　１口目は、Ａ型とＢ型の２種類からいずれかを選びます。
　　２口目以降は、Ａ型・Ｂ型・Ⅰ型・Ⅱ型・Ⅲ型・Ⅳ型・Ⅴ型の７つの型から組合せて、自

分自身の将来設計に合わせて組み立てられます。
　＊　Ａ型・・・終身年金で８０歳までの保証付。( ８０歳になる前になくなられたときは､

８０歳までに受ける年金相当額程度が遺族に一時金として支払われます。）
　＊　Ｂ型・・・終身年金ですが保証期間はありません。その分掛金は安くなります。
　＊　Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ型・Ⅳ型・Ⅴ型・・・確定年金で支給期間が定められています。詳しくはお

問い合わせください。
  ＊年金の給付は、老齢給付と遺族一時金（Ｂ型を除く）
６　掛金は、全額社会保険料控除の対象となります。また、受け取る年金は公的年金等控除が

適用されますので、所得税、住民税など税制上の優遇措置が受けられます。

＜加入申込み、資料請求、お問合せは＞
　熊 本 県 国 民 年 金 基 金
　　所在地　　〒 862-0956  熊本市　水前寺公園　１４－２２　パークビル８Ｆ
　　電　話　　０９６－３８７－２２２０　　フリーダイヤル：０１２０－６５－４１９２
　　ホームページ　  ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｕｍａｍｏｔｏｋｉｋｉｎ．ｏｒ．ｊｐ
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教 育 委 員 会 だ よ り
多良木町の文化財

■東
と う こ う

光寺
じ

磨
ま

崖
が い

梵
ぼ ん

字
じ

昭和３６年７月１８日町指定（史跡）
所在地　多良木町大字黒肥地字東光寺
　愛

あ た ご

宕山
さ ん

東
と う こ う

光寺
じ

は文
ぶ ん

応
お う

元年（1260）相良頼
よ り う じ

氏の再
興と伝えられる。
　磨崖梵字のある岩壁は愛宕山東光寺の寺域にあ
り、高さ 3.1m、横幅 1.8m の広さに垂直に削

さ く

剥
は く

し
た磨崖面の中央上部に彫りつけたもので、梵字の
下部約 3 分の 2 を欠損しているが、残存部より
胎
た い ぞ う か い

蔵界大
だ い に ち に ょ ら い

日如来の種
し ゅ

字
じ

（アー
ンク）と推察されます。

多良木町幼・保・小学校「秋の大運動会」日程
　町内の幼稚園、保育園（所）、小学校の秋の大運動会の日
程は下記のとおりです。
　詳しくは、近くなりましてから各学校等から連絡があります。

　去る７月１０日（金）午後７時より多良木町多目的研修セ
ンターにおいて、多良木町教育講演会が開催されました。東
京の赤坂中学校長、牛島順子氏を講師に招き、「感動体験が
子どもを育てる」と題して、心の教育や家庭教育の大切さを
説かれました。
　町内外から教育関係者はもとより、保護者など２００人以
上の参加者があり牛島校長の話に熱心に聞き入っておられま
した。氏は、「大人の生きる姿がすべての教育基盤。子ども
はよく見ている。今の子どもは頭はいいが意欲がない。お父
さん、お母さんの話は宝の山。お父さんお母さんの話はよく
覚えている」と述べて、両親が自分の経験などを直接話しか
けることの重要性を強調されました。
　今回は、多良木町ＰＴＡ連絡協議会、多良木町青少年育成
協議会及び多良木町教育委員会の共催で開催されましたが、
講演の成果をみなさま方の子育
てや教育に役立てていただけた
ら主催者としてこれ以上の喜び
はありません。最後に、講演会
開催に当たりご協力いただきました
すべてのみなさまに心よりお礼
を申しあげます。

多良木町教育講演会が開催されました

　第２５回人吉球磨児童による
童話発表大会が開催されました　

　子ども達の読書意欲の向上と豊かな人間性の育成を図る
ことを目的とし、人吉球磨の児童による第２５回童話発表
大会が、７月２６日（日）午前９時から人吉カルチャーパ
レス小ホールで開催されました。
　当日は、郡市の各小学校の代表１年生から６年生の３３
名が、自分たちで選んだ童話を持ち時間内におさまるよう
にアレンジなどして覚え、文章を見ないで、声の強弱や顔
の表情の変化などを用い練習してきた童話を発表しました。
　町内からは、多良木小学校６年 飽田さくらさん、久米小
学校６年 北崎奏也くん、黒肥地小学校１年 瀬戸山心香さん、
柳野分校４年 松永幸海さんの４名が発表し、黒肥地小学校
１年の瀬戸山心香さんが審査員賞を受賞しました。

　多良木町ボランティアわか草会育成協議会（斉藤哲
男会長）は７月３０、３１日の１泊２日で、大分県玖珠
郡九重町にある九重青少年の家に宿泊し研修をおこな
いました。
　研修会には、町内の小学校４年生から６年生までの
児童２３名とその子ども達の活動をサポートする協力者
( 大人 )１４名が参加し、「九重の自然に親しむことと、
集団生活を通じ、仲間とのふれあいやたくましい心を
育てることを目的」とし、研修会に臨みました。
　研修会では日本一の発電量を誇る、九州電力八丁原
地熱発電所で、100％純国産で、化石燃料をまったく
使わず、地下から取り出した蒸気を利用するクリーンな
発電仕組みについて、興味津々でした。また、夜は青
少年の家に設置されているプラネタリウムで夏の夜空に
浮ぶ星座について研修し、プラネタリウム終了後は、「心
を見つめる講話」として、山田信雄氏による講話があり、
日ごろなかなか言えそうで言えない「ありがとう」につ
いて学びました。
　翌日の九重の大自然に
親しむ活動では、久住山
連山の一つである沓掛山

（1503 ｍ）に登山し、山
に登頂する達成感と夏山
を楽しむと共にたくましい
心を育みました。

多良木町ボランティアわか草会育成連絡協議会
「心を見つめる夏の研修会」がありました

「早寝、早起き、朝ごはん」
夏休み中も規則正しい生活を

心掛けましょう！！

学　校　名 期　　　日 予備日（雨天時）
多良木小学校 １０月　４日（日） １０月５日（月）
宮ヶ野小学校 １０月２５日（日） 当日学校体育館にて
久 米 小 学 校 １０月　４日（日） １０月５日（月）
黒肥地小学校 １０月　４日（日） １０月５日（月）
柳 野 分 校 ９月２７日（日） 当日町民体育館にて
多良木幼稚園 １０月１８日（日） 当日多小体育館にて
第 １ 保 育 所 ９月１９日（土） 町内の体育館の予定
第 ３ 保 育 所 ９月２０日（日） 町内の体育館の予定
むつみ保育園 ９月２７日（日） 町内の体育館の予定
黒肥地保育園 １０月１８日（日） 町内の体育館の予定
光台寺保育園 ９月２０日（日） 町民体育館

残存部より推定される種子磨崖梵字全景
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お
知
ら
せ

税
務
署
の
受
付
窓
口
を

一
本
化
！

「job  navi  2009

学
生

等
就
職
面
接
会
」
の
開
催

平
成
二
十
一
年
全
国
消
費

実
態
調
査
の
実
施

　

全
国
の
税
務
署
で
は
、
七
月
十
日

か
ら
受
付
窓
口
を
一
本
化
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
ご
用
件
の
内
容
に

応
じ
て
窓
口
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
申
告
書
等
の
提
出
、
納
税
証
明

書
の
請
求
、
制
度
や
手
続
に
関
す
る

一
般
的
な
ご
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
、

一
つ
の
窓
口
【
管
理
運
営
部
門
（
管

理
運
営
・
徴
収
部
門
）】【
総
務
課
（
管

理
運
営
担
当
）】
で
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご

相
談
に
つ
い
て
は
、
熊
本
国
税
局
の

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
税
務
署
に
電

話
さ
れ
た
際
に
音
声
で
案
内
し
ま
す

の
で
、「
１
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。）
で
受
け
付
け
て
お
り
、
具
体

的
な
書
類
の
確
認
な
ど
が
必
要
と

な
る
個
別
的
な
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
い
た
上
で
税

務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

人
吉
税
務
署
（
電
話
二
三―

二
三
一

一
）
※
自
動
音
声
案
内

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ

ン
ズ
熊
本
〜
静
岡
線
就
航

人
吉
球
磨
地
域
住
民
精
神

保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
案
内

【
日　

時
】
九
月
十
七
日
（
木
）
十

三
時
～
十
六
時
（
求
人
者
受
付
十
二

時
～
、
求
職
者
受
付
十
二
時
三
十
分

～
十
五
時
三
十
分
）

【
場　

所
】
興
南
会
館
（
熊
本
市
本

山
町
一
三
一
）

【
参
加
事
業
所
】
熊
本
県
内
に
就
業

場
所
を
有
す
る
企
業
五
十
社

事
前
申
込
み
必
要

【
対
象
求
職
者
】
大
学(

院)

・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定

の
就
職
未
内
定
者
及
び
卒
業
後
概
ね

三
年
以
内
の
者
（
平
成
二
十
二
年
三

月
高
校
卒
業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま

せ
ん
）

事
前
申
込
み
不
要

【
参
加
事
業
所
の
申
込
先
】
事
業
所

管
轄
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課
（
電
話
〇

九
六―

二
一
一―

一
七
〇
三
）

さ
わ
や
か
知
恵
袋
講
座
の

受
講
生
を
募
集

【
期　

間
】
九
～
十
月
（
詳
し
い
日

時
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
）

【
講
座
名
】
南
京
玉
す
だ
れ
、絵
手
紙
、

マ
ジ
ッ
ク
、
お
手
玉
、
折
り
紙
、
竹

細
工
・
玩
具
づ
く
り

【
主　

催
】
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団

【
受
講
資
格
】
県
内
在
住
者
で
六
十

歳
以
上
の
方

【
会　

場
】
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
南
千
反
畑
町
）

【
参
加
費
】
五
百
円

【
申
込
方
法
】

ハ
ガ
キ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申

込
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
応
募
。

【
申
込
締
切
】
八
月
三
十
一
日
（
月

曜
日
）
当
日
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

（
電
話
〇
九
六―

三
五
四―

三
〇
八

三
）全

国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

【
実
施
機
関
】
熊
本
地
方
法
務
局
、

熊
本
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

【
実
施
期
間
】
九
月
六
日
（
日
）
～

十
二
日
（
土
）

【
受
付
時
間
】
午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
七
時
（
六
日
・
十
二
日
は
、
午

前
十
時
～
午
後
五
時
）

【
場　

所
】
熊
本
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
熊
本
市
大
江
三―

一―
五

三 

熊
本
第
二
合
同
庁
舎
四
階
）

【
相
談
電
話
】
〇
九
六―

三
六
四―

二
一
九
二

【
相
談
担
当
者
】
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

【
相
談
を
受
け
る
事
項
】

虐
待
、
差
別
、
偏
見
等
高
齢
者
・
障

害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

　

本
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

全
国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
我
が
国
の
家
計

の
実
態
を
把
握
し
ま
す
。
調
査
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
各

種
経
済
・
社
会
諸
施
策
や
研
究
機
関

な
ど
で
行
う
消
費
・
経
済
分
析
の
た

め
の
貴
重
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
伺
い
ま
し

た
ら
、
ご
多
忙
中
恐
れ
入
り
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
六
月
に
開
港
し
た
富
士
山
静

岡
空
港
を
拠
点
と
す
る
航
空
会
社
フ

ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ

Ａ
）
が
、
七
月
二
十
三
日
、
熊
本
～

静
岡
線
を
開
設
し
ま
し
た
。
使
用
さ

れ
る
機
材
は
、
座
席
数
が
七
十
六
席

の
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
、
熊
本
線
は

当
面
一
日
一
往
復
の
運
航
な
が
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
利
用
に
便
利
な
ダ

イ
ヤ
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
要

時
間
は
九
十
分
と
熊
本
と
静
岡
・
東

海
地
方
の
距
離
が
ぐ
っ
と
近
ま
り
、

新
た
な
出
会
い
と
交
流
に
期
待
が
ふ

く
ら
み
ま
す
。

【
主　

催
】
人
吉
球
磨
地
域
障
害
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
翠
）

【
共　

催
】
人
吉
球
磨
精
神
保
健
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
麦
の
会
』・
人

吉
球
磨
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会

【
期　

間
】
九
月
二
十
五
日
（
金
）

～
十
月
二
十
七
日
（
火
）
の
全
六
回

（
毎
週
火
曜
日
）
午
後
二
時
～
午
後

四
時　

※
第
一
回
の
み
九
月
二
十
五

日
（
金
）

【
場　

所
】地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

翠
二
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
集
人
数
】
五
十
名
程
度

【
受
講
料
】
無　

料

【
締
切
日
】
九
月
十
五
日
（
火
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先
】

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
翠
（
電
話

二
二―

二
五
七
〇
）
〒
八
六
八―

〇

〇
一
五　

人
吉
市
下
城
本
町
一
四
八

六
番
地
四



町長交際費の支出状況 （Ｈ 21. 7. 1 〜 7. 31）

８月の納税
国民健康保険税　４期
町　県　民　税　２期

の納入月です　

人のうごき （７月１日現在）

人　口    １１，０９６人
男　　５，２０３人
女　　５，８９３人

出生　７人　　死亡　９人
転入 ２４人　　転出 １６人

世帯数 ３，８７３世帯

（11）

内職事業所の求人情報を
お知らせください !!
　くまもと県民交流館しごと相談・
支援センターでは、内職事業所の求
人の情報提供を行っています。求人
を希望される内職事業所の方はご相
談ください。

■お問い合わせ先
くまもと県民交流館パレアしごと
相談・支援センター

■利用時間
　９：００～１９：００
　※休館日（月１回程度）を除く毎日
■電話番号
　０９６－３５５－２２２４

多良木町役場の窓口を毎週火・木曜日に午後７時まで開庁しています！（祝日を除く）

『町のホットライン』を開設しています！　電話 42-6111（内線 210または231）

交通事故統計（７月末日現在） 
（　）内は対前年比

件　数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

6,281
33
10

（－189）
（－13）

（－2）

死者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

43
1
1

（－13）
（－1）
（＋1）

傷者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

8,109
42
14

（－144）
（－20）

（－5）

期　日 上 球 磨 地 区 中 球 磨 地 区 小児科 （球磨郡・人吉地区）

9月 6日
東病院
あさぎり町　45-5711

増田耳鼻咽喉科クリニック
あさぎり町　45-8001

やまむら医院
あさぎり町　45-0005

9月13日
犬童耳鼻咽喉科
多良木町　43-0777

こんどう整形外科医院
あさぎり町　45-6555

公立多良木病院
多良木町　42-2560

9月20日
桑原医院
あさぎり町　45-0205

犬童内科胃腸科医院
あさぎり町　45-1125

人吉総合病院
人吉市　　22-2191

9月21日
古城病院
水上村　　44-0321

酒瀬川内科
錦町　　　38-0050

増田クリニック
人吉市　　22-3570

9月22日
田中医院
錦町　　　38-0061

やまむら医院
あさぎり町　45-0005

9月23日
宮原医院
多良木町　42-2082

深水内科医院
錦町　　　38-3221

堤病院附属九日町診療所
人吉市　　22-2251

9月27日
渡辺医院
多良木町　42-2541

高田内科医院
錦町　　　38-3677

たかはし小児科内科医院
人吉市　　24-2222

球磨郡医師会休日在宅医当番表

（11）

多良木町から出るゴミの量です !!
■多良木町の人吉球磨クリーンプラザへのゴミ搬入状況（単位：㎏）
◆可燃ゴミ　　　　　　　　　　◆不燃ゴミ

■診療時間は、午前 9 時から午後 5 時までです。
■当番医の変更等がありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

No. 件　　　　　　名 金　額 支　払　先

1 6/30　北海道南幌町訪問時手土産
品 16,820円 ㈲みなみ

2 名湯秘湯めぐり広告料
（6/25 掲載） 15,750円 ㈱人吉新聞社

3 太田家住宅保存修理工事竣工広告
料（6/27 掲載） 31,500円 ㈱人吉新聞社

4 7/13　認定子ども園 ( 熊本市北部
幼稚園 ) 視察研修時手土産品 2,000円 蔵座菓子店

5 7/18　シルバー人材センターボラ
ンティア作業時お茶代 5,800円 ㈲みなみ

■ゴミ処理に係る多良木町の年度負担金

４月 158,850
５月 146,940
６月 158,790

４月 8,380
５月 10,250
６月 7,910

年　　度 負　担　金
平成 18 年度 71,136,000 円
平成 19 年度 69,269,000 円
平成 20 年度 67,324,000 円
平成 21 年度 76,804,000 円

　台所からでる生ゴ
ミには、多量の水分
が含まれています。
　水切りなど簡単な
取組からゴミ減量を
始めましょう。



再生紙を利用しています。

  

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
事
業
の

た
め
に
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御
浄
財
は
、
慎
重
に
考
慮
の
う
え
本

町
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
有

効
適
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
：
受
付
順
）

　

赤
池　

朝
人
（
多
二
区
の
一
）

　

池
本
ケ
イ
コ
（
久
七
区
）

　

高
木　

文
弘
（
久
六
区
）

善
意
の
灯 

　第８回 たらぎ社協福祉まつりの
開催のお知らせ　

　今年度も敬老月間（９月）の第１日曜日に「た
らぎ社協福祉まつり」を開催することになりま
した。日程等は次のとおりです。入場は無料で、
タンポポさんや陶芸愛好会の皆さんのバザーも
あります。たくさんの皆様のご来場をお願いし
ます。
１　日　時　平成２１年９月６日（日）
　　　　　　　　　午後１時３０分　開会
２　場　所　多良木町多目的研修センター２階
３　日程等　　
　（１）オープニング　むつみ保育園児の遊戯
　（２）記念式典　記念品贈呈（９０歳卒寿者）
　（３）歌と踊りの祭典　
　　●地元　「球磨民謡保存会」糸田氏のグ
　　　ループによる民謡の発表
　　●ゲスト　音楽療法士「美空すずめ」と劇
　　　団きゃあ（ばってん城次ときんきら一太）
　　　　　　　　　　の肥後にわか＆ぶいぶい
　　　　　　　　　　　　ガールズフラダンス
　　　　　　　　　　　　　ショー

社協だより

（12 ）

　
　
　

  

編
集
・
発
行
／
〒
八
六
八
ー
〇
五
九
五　

  

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
一
六
四
八　

多
良
木
町
役
場
企
画
観
光
課　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
九
六
六
）
四
二
ー
一
二
五
七　

    

発
行
日
／
平
成
二
十
一
年
八
月
十
三
日

　

本
大
会
は
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
と
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
親
睦
を
図
る
た

め
に
、
社
協
と
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
共
催
で
年
二

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
七
月
二
十
三
日
に
多

目
的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

第３３回 社会福祉協議会・老人クラブ連合会共催
高齢者グラウンド・ゴルフ大会の開催

地
域
赤
十
字
奉
仕
団
講
習
会
の
開
催

お
い
て
六
十
三
チ
ー
ム（
四
九
七
名
）

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
七
区
の
二
の
渕
田
征
勝
氏

の
力
強
い
選
手
宣
誓
の
あ
と
競
技
に

移
り
、
一
七
二
本
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
や
珍
し
い
オ
ー
ル
二
打
賞
が
出

る
な
ど
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
は
夏

の
暑
さ
に
も
負

け
ず
元
気
に
プ

レ
ー
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
地
域

赤
十
字
奉
仕
団

で
も
あ
る
黒
肥

地
地
区
婦
人
会

の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
て
七
月

【
成
績
】　

　

優　

勝　

多
良
木
二
区
の
一

Ｂ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

多
良
木
六
区
の
三

Ａ
チ
ー
ム

　

三　

位　

多
良
木
八
区
の
一

Ｃ
チ
ー
ム

【
優
勝
チ
ー
ム
の
選
手
名
】（
敬
称
略
）

　

宮
本　

忠
続
・
猪
原　

正
治
・
髙

野　

利
國
・
岩
本　

幾
生
・
西　

一

幸
・
椎
葉　

豊
美
・
永
溝　

洋
子
・

赤
池　

詔
子

【
特
別
賞
】オ
ー
ル
二
打
賞（
敬
称
略
）

　

黒
肥
地
七
区　
　
　

松
本　

正
勝

　

多
良
木
七
区
の
二　

前
田　
　

忠

　

多
良
木
五
区
の
二　

尾
方　

彈
見

九
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
黒
肥
地

公
民
館
に
お
い
て
救
急
法
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
日
赤
熊
本
県
支
部
事
業

推
進
課
の
東
博
子
講
習
係
長
を
招

き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
い
方
や
人
工
呼
吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室
の
開
催

も
し
、
緊
急
の
場
に
居
合
わ
せ
た
ら

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
勇

気
を
持
っ
て
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
て
欲
し
い
と
講
師
の
東

係
長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。
夜
間
の
講

習
会
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

七
月
二
十
八
日
、
奥
野
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町

立
第
一
保
育
所
の
園
児
の
皆
さ
ん
が

「
ふ
れ
あ
い
陶
芸
教
室
」
を
体
験
さ

れ
ま
し
た
。
陶
芸
愛
好
会
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
湯
の
み
や
皿
づ
く
り
に

挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。

焼
き
上
が
り
が
楽

し
み
で
す
。
秋
に

は
親
子
で
体
験
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

作
業
終
了
後
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

交
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌
と

遊
戯
の
披
露
や
肩
た
た
き
な
ど
可
愛

い
園
児
の
皆
さ
ん
の
訪
問
に
利
用
者

の
皆
さ
ん
も
大

変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。


